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展
開
と
頓
挫

　

第
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入
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談
合
罪
へ
の
道
程

　

第
七
章　

検
討
─
な
ぜ
入
札
談
合
罪
の
み
創
設
さ
れ
た
の
か
─

結
論
─
「
不
名
誉
な
孤
立
」
の
基
礎
は
何
か
─

序
論
─
問
題
の
所
在
─

　

本
稿
の
目
的
は
、
な
ぜ
ド
イ
ツ
で
は
、（
入
札
談
合
以
外
の
）
カ
ル
テ（

１
）ル

が
犯
罪
行
為
で
な
く
秩
序
違
反
行
為
で
あ
り
続
け
る
の
か
と
い

う
問
題
、
言
い
換
え
れ
ば
、
本
稿
の
表
題
の
通
り
、
ド
イ
ツ
で
の
競
争
を
保
護
す
る
法
領
域
に
お
け
る
制
裁
体
系
の
基
礎
に
は
何
が
存
在
す

る
の
か
と
い
う
問
題
に
、
あ
り
得
る
一
つ
の
解
答
を
提
示
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
点
を
敷
衍
す
る
た
め
に
、
序
論
で
は
、
第
一
章
以
降
の

本
論
に
入
る
前
に
、
主
と
し
て
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
の
資
料
を
参
照
し
て
、
ま
ず
問
題
の
背
景
を
明
ら
か
に
し
（
第
一
節
）、
次
に
我
が
国

の
先
行
研
究
等
を
検
討
し
（
第
二
節
）、
最
後
に
本
稿
に
お
け
る
素
材
等
に
つ
き
述
べ
る
（
第
三
節
）
こ
と
と
す
る
。

第
一
節　

問
題
の
背
景
─
「
不
名
誉
な
孤
立
」
へ
の
道
程
─

　

ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
カ
ル
テ
ル
は
、
競
争
制
限
の
禁
止
に
関
す
る
法
律
（Gesetz gegen W

ettbew
erbsbeschränkungen. 

以

下
、
競
争
制
限
禁
止
法
と
略
称
す（

２
）る

）
が
公
布
・
施
行
さ
れ
て
以
来
、
原
則
と
し
て
犯
罪
行
為
（Straftat

）
で
は
な
く
秩
序
違
反
行
為

（O
rdnungsw

idrigkeit

）
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
カ
ル
テ
ル
は
、
裁
判
所
が
科
す
刑
罰
（Strafe

）
の
対
象
で
は
な
く
、
行
政
機
関
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も
課
し
得
る
過
料
（Geldbuße

）
の
対
象
な
の
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
こ
れ
ま
で
、
カ
ル
テ
ル
が
秩
序
違
反
行
為
で
あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
事

実
と
し
て
、
競
争
制
限
禁
止
法
の
起
草
過
程
で
は
カ
ル
テ
ル
を
犯
罪
行
為
と
す
る
法
律
案
等
が
存
在
し
、
ま
た
、
カ
ル
テ
ル
が
秩
序
違
反
行

為
で
あ
る
点
に
つ
き
、
同
法
の
施
行
直
後
か
ら
厳
し
い
批
判
が
展
開
さ
れ
、
そ
の
後
カ
ル
テ
ル
を
犯
罪
行
為
と
す
る
具
体
的
な
提
案
が
公
表

さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
あ（

３
）る

。
但
し
、こ
の
い
わ
ゆ
る
「
カ
ル
テ
ル
法
の
犯
罪
化
（K

rim
inalisierung des K

artellrecht

（
４
）

s

）」
論
は
、

も
ち
ろ
ん
実
現
さ
れ
ず
、
一
時
、「
死
傷
者
名
簿
（V

erlustliste

）
に
あ（

５
）る

」
と
さ
え
評
さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、「
カ
ル
テ
ル
法
の
犯
罪
化
」
論
が
衰
退
し
た
後
、
カ
ル
テ
ル
の
一
種
で
あ
る
入
札
談
合
の
み
、
腐
敗
の
撲
滅
に
関
す
る

法
律
（Gesetz zur Bekäm

pfung der K
orruption. 

以
下
、
腐
敗
撲
滅
法
と
略
称
す（

６
）る

）
が
公
布
・
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
入
札

に
お
け
る
競
争
制
限
的
合
意
の
罪（W

ettbew
erbsbeschränkende A

bsprachen bei A
usschreibungen

）（
刑
法
二
九
八
条
。
以
下
、

入
札
談
合
罪
と
略
称
す（

７
）る

）
と
し
て
犯
罪
行
為
へ
格
上
げ
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
直
ち
に
は
同
論
を
再
燃
さ
せ
ず
、
む
し
ろ
そ
れ
を

「
完
全
に
と
ま
で
言
わ
な
い
ま
で
も
、
十
分
に
黙
ら
せ（

８
）た

。」
と
さ
え
評
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
現
在
で
も
、
カ
ル
テ
ル
が
秩
序
違
反
行
為
で
あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
近

年
、「
カ
ル
テ
ル
法
の
犯
罪
化
」
論
は
再
燃
し
て
い
る
か
ら
で
あ（

９
）る

。
し
か
し
、
そ
れ
が
実
現
す
る
可
能
性
は
低
い
と
予
測
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
な
ぜ
な
ら
、
連
邦
政
府
が
そ
れ
に
消
極
的
だ
か
ら
で
あ

（
（（
（

る
。
か
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、「
租
税
法
、
環
境
法
、
資
本
市
場
法
お
よ
び

健
康
保
護
法
に
罰
則
が
規
定
さ
れ
た
後
、カ
ル
テ
ル
秩
序
違
反
行
為
は
、法
体
系
上
、不
名
誉
な
孤
立
（unsplendid isolation

）
に
あ

（
（（
（

る
。」

と
揶
揄
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
競
争
制
限
禁
止
法
は
、
対
外
的
に
も
そ
う
評
し
得
る
。
な
ぜ
な
ら
、
例
え
ば
イ
ギ
リ
ス
で
、
カ
ル
テ
ル

罪
（Cartel offenc

（
（（
（e

）
が
、
二
〇
〇
二
年
企
業
法
（Enterprise A

ct 2002
）
に
よ
り
創
設
さ
れ

（
（（
（

た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

カ
ル
テ
ル
を
犯
罪
行
為
と
評
価
す
る
の
は
近
年
の
欧
州
に
お
け
る
潮
流
で
あ

（
（（
（

る
と
さ
え
評
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
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以
上
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
過
去
と
現
在
か
ら
す
れ
ば
、
な
ぜ
カ
ル
テ
ル
が
、
原
則
と
し
て
秩
序
違
反
行
為
で
あ
り
続
け
る
の
か
、
そ
れ
と

の
関
係
で
、
な
ぜ
カ
ル
テ
ル
の
一
種
で
あ
る
入
札
談
合
の
み
犯
罪
行
為
と
な
っ
た
の
か
、
つ
ま
り
前
述
の
表
現
を
借
り
れ
ば
、「
不
名
誉
な

孤
立
」
の
基
礎
は
何
か
が
自
ず
と
問
題
に
な
る
の
で
あ
る
。

第
二
節　

我
が
国
の
先
行
研
究
等
の
検
討

　

も
ち
ろ
ん
、我
が
国
で
も
、極
め
て
限
定
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
、「
不
名
誉
な
孤
立
」
の
基
礎
が
何
か
と
い
う
問
題
は
論
じ
ら
れ
て
き
た
。

そ
こ
で
、
先
行
研
究
が
提
示
あ
る
い
は
示
唆
し
た
見
解
が
妥
当
な
の
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

（
（（
（

る
。
本
節
で
は
そ
の
点
に
つ
き
簡
単
に
検
討

す
る
。

第
一
款　

法
益
論
と
区
別
基
準
論

　

ま
ず
、
我
が
国
の
先
行
研
究
を
検
討
す
る
前
に
、
そ
こ
で
直
接
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
二
つ
の
あ
り
得
る
見
解
に
つ
き
検
討

す
る
。
そ
の
い
ず
れ
も
刑
法
の
基
礎
理
論
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
一
項　
「
競
争
」
と
い
う
法
益
？

　

そ
の
一
つ
は
、「
不
名
誉
な
孤
立
」
の
基
礎
を
法
益
論
に
求
め
る
見
解
で
あ
る
。
例
え
ば
「
競
争
」
と
い
う
法
益
が
そ
れ
と
し
て
妥
当
で
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な
い
か
ら
、
ド
イ
ツ
で
は
カ
ル
テ
ル
が
秩
序
違
反
行
為
な
の
で
あ
る
と
い
う
見
解
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
か
つ
て
我
が
国
の
独
占
禁
止
法
に
お

け
る
カ
ル
テ
ル
の
刑
事
告
発
・
訴
追
が
極
端
に
差
し
控
え
ら
れ
て
き
た
要
因
を
法
益
の
あ
り
方
に
求
め
る
見
解
か
ら
示
唆
さ
れ

（
（（
（

る
。

　

し
か
し
、
法
益
論
は
「
不
名
誉
な
孤
立
」
の
基
礎
で
あ
り
得
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
入
札
談
合
罪
の
法
益
は
、
そ
れ
を
創
設
し
た
腐
敗
撲
滅

法
の
起
草
者
は
も
ち
ろ

（
（（
（

ん
、通
説
に
よ
っ
て
も
、「
競
争
」で（
も
）あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

（
（（
（

る
。
例
え
ば
、テ
ィ
ー
デ
マ
ン（K

laus 

T
iedem

ann

）
は
現
在
の
学
説
を
次
の
よ
う
に
素
描
す
る
。

　
「
圧
倒
的
通
説
に
よ
れ
ば
、〔
刑
法
〕
二
九
八
条
〔
入
札
談
合
罪
〕
に
よ
り
、
特
に
（
第
一
次
的
に
）
経
済
生
活
に
お
け
る
社
会
的
な
制

度
と
し
て
の
競
争
（W

ettbew
erb als Institution des W

irtschaftslebens

）
が
保
護
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
直
接
に
は
、
第

二
六
章
〔
競
争
に
対
す
る
犯
罪
行
為
〕
お
よ
び
刑
罰
構
成
要
件
〔
入
札
に
お
け
る
競
争
制
限
的
合
意
〕
の
表
題
か
ら
、
間
接
に
は
ま
た
、〔
入

札
〕
談
合
の
違
法
性
と
い
う
構
成
要
件
要
素
が
、
全
体
と
し
て
制
度
と
し
て
の
競
争
を
保
護
し
て
い
る
競
争
制
限
禁
止
法
（
…
…
）
を
参
照

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
導
か
れ

（
（（
（

る
。」

　

そ
し
て
、か
よ
う
な
理
解
を
前
提
と
す
れ
ば
、後
述
の
通
り
入
札
談
合
罪
が
な
ぜ
そ
れ
に
限
定
さ
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
は
あ
る
も
の
の
、

遅
く
と
も
同
罪
が
創
設
さ
れ
た
一
九
九
七
年
以
降
で
は
、
む
し
ろ
カ
ル
テ
ル
は
犯
罪
行
為
で
す
ら
あ
り
得
る
と
評
し
得
る
こ
と
に
な
る
。
事

実
、
連
邦
カ
ル
テ
ル
庁
は
、
同
罪
が
創
設
さ
れ
る
際
に
、
他
の
カ
ル
テ
ル
と
の
均
衡
を
問
題
視
し
て
い
た
の
で
あ

（
（（
（

る
。

第
二
項　

質
的
基
準
と
量
的
基
準



競争の保護と制裁体系（１）

北法62（1・7）7

　

も
う
一
つ
は
、「
不
名
誉
な
孤
立
」
の
基
礎
を
犯
罪
行
為
と
秩
序
違
反
行
為
の
区
別
基
準
（
以
下
、
区
別
基
準
論
と
い
う
）
に
求
め
る
見

解
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
カ
ル
テ
ル
法
の
犯
罪
化
」
論
が
象
徴
し
て
い
る
よ
う
に
、
究
極
的
に
は
カ
ル
テ
ル
が
犯
罪
行
為
か
秩
序
違
反
行
為

か
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
示
唆
さ
れ

（
（（
（

る
。

　

し
か
し
、
競
争
制
限
禁
止
法
が
公
布
・
施
行
さ
れ
た
当
時
、
そ
れ
に
関
係
す
る
法
律
に
大
き
な
影
響
力
を
有
し
て
い
た

（
（（
（

い
わ
ゆ
る
質
的
基

準
の
主
唱
者
で
あ
る
Ｅ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
（Eberhard Schm

idt

）
で
さ
え
も
、
同
法
を
厳
し
く
批
判
し
て
い
た
こ
と
は
看
過
さ
れ
得
な
い
。

　
「
立
法
者
が
、
カ
ル
テ
ル
法
上
疑
問
の
余
地
な
く
犯
罪
的
な
事
態
を
秩
序
違
反
行
為
と
し
て
処
理
し
た
時
点
で
、
立
法
者
に
よ
る
非
常
に

重
大
な
過
誤
が
存
在
し
た
の
で
す
。
か
つ
て
、我
々
が
経
済
刑
法
を
制
定
し
た
時
点
で
は
、か
よ
う
な
展
開
は
念
頭
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

…
…
秩
序
違
反
法
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、
無
条
件
に
正
し
い
の
で
す
。
も
っ
と
も
、〔
そ
れ
は
〕
立
法
者
が
何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
、
明

ら
か
に
犯
罪
的
で
あ
る
よ
う
な
不
法
を
秩
序
違
反
行
為
へ
と
低
く
評
価
し
な
い
こ
と
が
前
提
で

（
（（
（

す
。」

　

ま
た
、「
カ
ル
テ
ル
法
の
犯
罪
化
」
論
の
理
論
的
な
基
礎
で
あ
り
、
現
在
通
説
で
も
あ
る
い
わ
ゆ
る
量
的
基
準
に
よ
れ
ば
、
カ
ル
テ
ル
は

秩
序
違
反
行
為
で
あ
り
得
な
い
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
ダ
ン
ネ
ッ
カ
ー
（Gerhard D

annecker

）
＝
ビ
ー
ル
マ
ン
（Jörg Bierm

ann

）

は
そ
の
点
を
明
確
に
指
摘
し
て
い
る
。

　
「
犯
罪
行
為
と
秩
序
違
反
行
為
の
区
別
に
係
る
今
日
の
基
準
〔
量
的
基
準
〕
に
よ
れ
ば
、
そ
の
他
〔
入
札
談
合
以
外
〕
の
同
様
に
重
大
な

カ
ル
テ
ル
法
違
反
行
為
を
単
な
る
秩
序
違
反
行
為
と
格
付
け
る
こ
と
が
間
違
っ
て
お
り
、全
刑
法
体
系
上
最
早
正
当
化
さ
れ
得
な
い
こ
と
は
、

ほ
と
ん
ど
疑
わ
れ
得
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
刑
法
学
説
上
広
く
認
め
ら
れ
て
い

（
（（
（

る
。」
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い
ず
れ
に
せ
よ
、
区
別
基
準
論
も
「
不
名
誉
な
孤
立
」
の
基
礎
で
あ
り
得
な

（
（（
（

い
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
は
、
犯
罪
行
為
と
秩
序
違
反
行
為
と

い
う
二
つ
の
体
系
の
う
ち
実
体
法
の
側
面
で
の
意
義
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
手
続
法
の
側
面
で
の
意
義
お
よ
び
そ
れ
と
実
体
法
の
側

面
の
関
係
で
の
そ
れ
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

第
二
款　

起
草
者
の
見
解

　

次
に
、
競
争
制
限
禁
止
法
の
理
由
書
に
お
け
る
起
草
者
の
見
解
（
を
援
用
す
る
見

（
（（
（

解
）
で
あ
る
。
起
草
者
は
、
カ
ル
テ
ル
を
犯
罪
行
為
で

な
く
秩
序
違
反
行
為
に
止
め
た
理
由
を
、
そ
れ
に
対
す
る
当
時
の
感
覚
に
求
め
た
の
で
あ
る
。

　
「
本
〔
法
律
〕
案
は
、
す
べ
て
の
違
反
行
為
を
秩
序
違
反
行
為
と
し
て
の
み
扱
う
こ
と
を
提
案
す
る
。
こ
こ
で
は
、
次
の
点
を
考
慮
し
た

こ
と
が
決
定
的
だ
っ
た
：
公
衆
お
よ
び
経
済
参
加
者
の
間
で
、
競
争
を
制
限
す
る
契
約
お
よ
び
取
引
慣
行
が
許
さ
れ
ざ
る
も
の
で
あ
り
、
倫

理
的
に
非
難
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
生
き
生
き
し
た
感
覚
は
、今
日
ま
で
広
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
〔
点
で
あ
る
〕。
…
…
〔
改
行
〕

…
…
〔
現
時
点
で
は
、
特
に
経
済
〕
関
係
者
の
多
く
が
本
法
の
違
反
行
為
を
商
業
上
の
不
当
な
行
態
と
し
て
、
ま
た
、
競
争
経
済
と
い
う
特

定
の
秩
序
原
理
に
対
す
る
違
反
と
し
て
の
み
理
解
し
て
い
る
だ
ろ
う
と
い
う
点
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

（
（（
（

い
。」

　

し
か
し
、
起
草
者
の
見
解
も
「
不
名
誉
な
孤
立
」
の
基
礎
で
あ
り
得
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、「
カ
ル
テ
ル
法
の
犯
罪
化
」
論
者
は
も
ち

ろ
（
（（
（

ん
、そ
れ
に
消
極
的
な
論
者
で
さ
え
、カ
ル
テ
ル
が
非
難
す
べ
き
行
為
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
カ
ル
ッ
テ
（W

olfgang 

K
artte

）
＝
ポ
ル
タ
テ
ィ
ウ
ス
（A

lexander von Portatius

）
は
、
起
草
者
の
見
解
を
次
の
よ
う
に
批
判
し

（
（（
（

た
の
で
あ
る
。
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「〔
一
九
〕
五
〇
年
代
の
立
法
者
を
カ
ル
テ
ル
法
の
犯
罪
化
に
つ
き
禁
欲
的
に
さ
せ
た
理
由
は
、
確
か
に
今
日
、
最
早
論
拠
と
し
て
は
限
定

的
な
価
値
し
か
有
さ
な
い
。
…
…
〔
改
行
〕
競
争
制
限
禁
止
法
が
公
布
さ
れ
て
一
八
年
後
に
は
、
競
争
経
済
は
、
企
業
お
よ
び
消
費
者
の
意

識
に
確
固
と
し
た
地
位
を
獲
得
す
る
に
至
っ
た
。
…
…
公
衆
が
、
カ
ル
テ
ル
協
定
が
非
難
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
欠
い
て
い
た

こ
と
は
、
今
日
、
最
早
カ
ル
テ
ル
法
に
お
け
る
刑
罰
構
成
要
件
を
創
設
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
論
拠
と
し
て
は
、
利
用
さ
れ
得
な

（
（（
（

い
。」

　

そ
し
て
、前
述
の
通
り
、「
競
争
」と
い
う
価
値
が
現
在
、入
札
談
合
罪
に
お
け
る
法
益
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、現
在
で
は
、

む
し
ろ
カ
ル
テ
ル
は
犯
罪
行
為
で
す
ら
あ
り
得
る
と
評
し
得
る
の
で
あ
る
。

第
三
款　

法
人
に
対
す
る
制
裁
を
巡
っ
て

　

更
に
、法
人
に
対
す
る
制
裁
（
過
料
と
刑
罰
）
を
巡
る
見
解
が
存
在
す
る
。
こ
れ
は
、法
人
に
対
す
る
過
料
に
関
係
す
る
見
解
（
第
一
項
）

と
そ
れ
に
対
す
る
刑
罰
に
関
係
す
る
見
解
（
第
二
項
）
に
大
別
さ
れ
る
。

第
一
項　

法
人
に
対
す
る
過
料
の
正
当
化
？

　

一
つ
は
、「
競
争
制
限
は
ま
さ
に
も
っ
と
も
し
ば
し
ば
法
人
そ
の
他
の
団
体
の
活
動
と
し
て
行
わ
れ
る
の
で
、
法
人
処
罰
の
必
要
上
、
秩

序
違
反
と
さ
れ

（
（（
（

た
」
と
い
う
見
解
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
ド
イ
ツ
で
は
法
人
に
対
す
る
刑
罰
が
否
定
さ
れ
て
い
る
点
を
前

提
と
し
て
い

（
（（
（

る
。
ま
た
、
こ
れ
は
、
主
と
し
て
Ｒ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
（Rudolf Schm

itt
）
の
見
解
に
依
拠
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ

（
（（
（

る
。
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「〔
競
争
制
限
禁
止
法
の
〕起
草
者
に
よ
る
異
常
な
振
る
舞
い〔
カ
ル
テ
ル
を
犯
罪
行
為
で
な
く
秩
序
違
反
行
為
に
止
め
た
こ
と
〕は
、結
局
、

法
人
お
よ
び
権
利
能
力
を
有
さ
な
い
人
的
団
体
（Personenverbänden

）
を
も
過
料
に
処
し
得
る
と
い
う
願
望
に
よ
っ
て
の
み
、
説
明
さ

れ
得
る
。
事
実
こ
の
点
に
つ
き
、
カ
ル
テ
ル
法
上
、
特
別
な
必
要
性
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。〔
な
ぜ
な
ら
〕
カ
ル
テ
ル
は
、
多
く
の
場
合
、

…
…
法
人
と
い
う
法
形
態
〔
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
る
か
ら
〕
で
あ

（
（（
（

る
。」

　

し
か
し
、論
者
が
自
認
し
て
い
る
通
り
、こ
れ
は
、主
張
さ
れ
た
当
時
す
で
に
、「
不
名
誉
な
孤
立
」の
基
礎
で
あ
り
得
な
か
っ
た
。
続
け
て
、

Ｒ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。

　
「
し
か
し
、
言
及
し
た
理
由
書
は
、
新
し
い
秩
序
違
反
法
の
施
行
後
、
最
早
説
得
的
で
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、〔
同
法
〕
二
六
条
は
、
法
人
お

よ
び
人
的
団
体
（Personenvereinigungen
）
に
対
す
る
過
料
〔
を
課
す
こ
と
〕
を
〔
自
然
人
の
〕
秩
序
違
反
行
為
の
効
果
と
し
て
だ
け

で
な
く
、〔
そ
の
〕
犯
罪
行
為
の
そ
れ
と
し
て
も
認
め
て
い
る
か
ら
で
あ

（
（（
（

る
。」

　

も
っ
と
も
、
法
人
に
対
し
て
過
料
を
課
し
得
る
こ
と
そ
れ
自
体
が
「
不
名
誉
な
孤
立
」
の
基
礎
と
無
関
係
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の

こ
と
は
、
入
札
談
合
罪
を
創
設
す
る
際
に
、
連
邦
カ
ル
テ
ル
庁
が
こ
の
点
を
重
視
し
て
い

（
（（
（

た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
重
要
な

の
は
そ
の
意
義
で
あ
っ
て
、
そ
の
点
で
こ
れ
だ
け
で
は
十
分
で
な
い
。

第
二
項　

法
人
に
対
す
る
刑
罰
の
正
当
性
？
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も
う
一
つ
は
、「
競
争
制
限
は
ま
さ
に
も
っ
と
も
し
ば
し
ば
法
人
そ
の
他
の
団
体
の
活
動
と
し
て
行
わ
れ
る
の
で
、
法
人
処
罰
の
必
要
」

性
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、「
独
禁
法
の
制
裁
に
関
す
る
比
較
法
的
研
究
に
お
い
て
は
、
ド
イ
ツ
刑
法
は
法
人
処
罰
を
一
般
的
に
認
め
て

…
…
い
な
い
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ

（
（（
（

る
。」
と
い
う
注
意
か
ら
示
唆
さ
れ
る
。

　

確
か
に
、
カ
ル
テ
ル
の
主
た
る
行
為
主
体
が
法
人
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
前
述
の
通
り
ド
イ
ツ
で
は
、
そ
れ
に
対
し
て
刑
罰
を
科
す

正
当
性
が
存
在
し
な
い
以
上
、
た
と
え
そ
の
必
要
性
が
存
在
し
た
と
し
て
も
、
カ
ル
テ
ル
を
犯
罪
行
為
と
し
得
な
い
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
ゆ

え
、
法
人
に
対
し
て
刑
罰
を
科
す
正
当
性
が
な
い
こ
と
は
「
不
名
誉
な
孤
立
」
の
基
礎
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
得
る
。
し
か
し
、
た
と
え
そ
う

だ
と
し
て

（
（（
（

も
、そ
も
そ
も
実
際
上
そ
の
必
要
性
が
競
争
制
限
禁
止
法
上
、存
在
す
る
の
か
に
は
疑
問
の
余
地
が
あ
る
。ハ
ッ
セ
マ
ー（W

infried 

H
assem

er

）
＝
ダ
ー
ル
マ
イ
ヤ
ー
（Jens D

allm
eyer

）
は
、
同
法
上
法
人
処
罰
の
必
要
性
が
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
秩
序
違
反
法
三
〇
条
の
団
体
に
対
す
る
過
料
（V

erbandsgeldbuße

）
が
、
こ
こ
〔
競
争
制
限
禁
止
法
八
一
条
を
含
む
「
大
規
模
」
秩

序
違
反
行
為
（“große” O

rdnungsw
idrigkeiten

）〕
で
は
、
刑
事
政
策
的
に
は
、
企
業
に
対
す
る
刑
罰
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
代
替
し

て
い
る
か
の
よ
う
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
法
人
も
処
罰
さ
れ
得
る
の
か
と
い
う
問
題
を
巡
る
長
年
の
激
し
い
論
争
は
、
実
際
に
は
、
密

か
に
処
理
さ
れ
て
い
る
：
本
質
的
に
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
こ
で
は
〔
法
人
は
〕
処
罰
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
こ
の
領
域
で

は
─
従
前
通
り
の
秩
序
違
反
法
と
比
較
し
て
─
異
常
に
高
額
の
過
料
（Bußen

）
が
課
さ
れ
て
い
る
…

（
（（
（

…
。」

　

と
は
言
え
、
こ
の
点
の
み
が
「
不
名
誉
な
孤
立
」
の
基
礎
で
あ
る
の
か
に
は
、
な
お
疑
問
の
余
地
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
競
争
制
限
禁
止

法
上
、
法
人
と
比
較
し
て
自
然
人
の
当
罰
性
は
小
さ
い
も
の
の
、
入
札
談
合
罪
は
、
そ
れ
を
小
さ
く
な
い
と
評
価
し
、
ま
た
他
の
カ
ル
テ
ル

を
犯
罪
行
為
と
す
る
基
礎
を
提
供
し
て
い
る
と
評
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
法
人
に
対
す
る
刑
罰
の
正
当
性
ま
た
は
必
要
性
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と
い
う
点
の
み
で
は
「
不
名
誉
な
孤
立
」
の
基
礎
と
し
て
十
分
で
な
い
と
評
し
得
る
。

第
三
節　

素
材
・
視
座
・
構
成

　

以
上
、我
が
国
の
先
行
研
究
等
を
検
討
し
た
結
果
、考
え
ら
れ
得
る
ま
た
は
提
示
も
し
く
は
示
唆
さ
れ
た
見
解
は
必
ず
し
も
妥
当
で
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
次
に
問
題
と
な
る
の
は
、「
不
名
誉
な
孤
立
」
の
基
礎
を
解
明
す
る
た
め
に
、
本
稿
が
如
何
な
る
素
材
を
如
何
な
る
視
座
か
ら

分
析
す
る
の
か
で
あ
る
。
本
節
で
は
、二
つ
の
素
材
と
三
つ
の
視
座
に
つ
き
述
べ
る
こ
と
と
す
る（
第
一
款
な
い
し
第
三
款
）。
こ
れ
に
よ
り
、

本
稿
の
構
成
も
明
ら
か
に
な
る
（
第
四
款
）。

第
一
款　
「
カ
ル
テ
ル
法
の
犯
罪
化
」
論
─
そ
の
頓
挫
の
要
因
─

　

本
稿
の
目
的
で
あ
る
「
不
名
誉
な
孤
立
」
の
基
礎
は
何
か
を
解
明
す
る
最
も
好
個
の
素
材
は
、「
カ
ル
テ
ル
法
の
犯
罪
化
」
論
、
正
確
に

言
え
ば
、
そ
れ
を
巡
る
論
争
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
不
名
誉
な
孤
立
」
に
疑
問
を
呈
し
た
同
論
が
頓
挫
し
た
こ
と
が
、「
不
名
誉
な
孤
立
」

を
維
持
さ
せ
る
の
に
寄
与
し
た
と
評
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、同
論
に
対
し
て
如
何
な
る
批
判
が
存
在
し
た
の
か
が
重
要
と
な
る
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
な
ぜ
「
カ
ル
テ
ル
法
の
犯
罪
化
」
論
が
頓
挫
し
た
の
か
と
い
う
視
座
か
ら
、
そ
れ
を
巡
る
論
争
を
分
析
す
る
。
こ

れ
は
、
い
わ
ば
正
面
か
ら
「
不
名
誉
な
孤
立
」
の
基
礎
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
同
論
に
対
す
る
批
判
を
正
確
に
理
解
す
る

た
め
に
は
、
そ
れ
が
如
何
な
る
背
景
に
如
何
な
る
根
拠
で
主
張
さ
れ
た
の
か
を
、
正
確
に
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
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第
二
款　

入
札
談
合
罪
─
そ
の
限
定
の
要
因
─

　

本
稿
の
目
的
で
あ
る
「
不
名
誉
な
孤
立
」
の
基
礎
は
何
か
を
解
明
す
る
好
個
の
素
材
は
、
入
札
談
合
罪
お
よ
び
そ
れ
へ
の
道
程
、
正
確
に

言
え
ば
、
そ
れ
を
巡
る
論
争
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
、「
不
名
誉
な
孤
立
」
を
一
部
否
定
し
た
も
の
と
評
し
得
る
か
ら
で
あ

（
（（
（

る
。
と

す
れ
ば
、「
不
名
誉
な
孤
立
」
の
中
、
同
罪
が
如
何
に
そ
れ
を
否
定
し
た
の
か
、
言
い
換
え
れ
ば
、
な
ぜ
カ
ル
テ
ル
の
中
で
同
罪
の
み
正
当

化
さ
れ
た
の
か
が
重
要
と
な
る
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
な
ぜ
入
札
談
合
罪
が
成
立
し
得
た
の
か
と
い
う
視
座
か
ら
、
そ
れ
を
巡
る
論
争
を
分
析
す
る
。
こ
れ
は
、
前
款
に

お
け
る
視
座
と
の
対
比
で
言
え
ば
、
い
わ
ば
裏
か
ら
「
不
名
誉
な
孤
立
」
の
基
礎
を
解
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
同
罪
お
よ
び
そ

の
前
身
が
、
そ
も
そ
も
「
カ
ル
テ
ル
法
の
犯
罪
化
」
論
と
関
係
し
得
る
の
か
は
、
必
ず
し
も
自
明
で
は
な
い
。
そ
こ
で
本
款
で
は
、
そ
の
点

を
敷
衍
す
る
。

第
一
項　

入
札
談
合
罪
と
「
カ
ル
テ
ル
法
の
犯
罪
化
」
論

　

ま
ず
、
入
札
談
合
罪
が
「
カ
ル
テ
ル
法
の
犯
罪
化
」
論
と
如
何
な
る
関
係
に
あ
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
腐
敗
撲
滅
法

の
起
草
者
は
、
同
罪
と
競
争
制
限
禁
止
法
の
関
係
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
「
競
争
制
限
禁
止
法
（GW

B

）
一
条
、
二
五
条
、
三
八
条
一
項
一
号
お
よ
び
八
号
に
よ
り
こ
の
所
為
〔
入
札
談
合
〕
を
秩
序
違
反
行
為
と

す
る
従
前
の
評
価
は
、
そ
の
よ
う
な
所
為
の
犯
罪
的
な
不
法
内
容
に
合
致
し
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
係
る
新
た
な
刑
罰
構
成
要
件
を
導
入
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す
る
必
要
性
が
存
在
す
る
の
で
あ

（
（（
（

る
。」

　

つ
ま
り
、
入
札
談
合
罪
は
、「
競
争
制
限
禁
止
法
三
八
条
一
項
一
号
お
よ
び
八
号
に
お
け
る
従
前
の
秩
序
違
反
行
為
の
一

（
（（
（

部
」
を
犯
罪
行

為
へ
格
上
げ
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
、「
カ
ル
テ
ル
法
の
犯
罪
化
」
論
の
基
礎
と
な
り
得
、
同
罪
は
、「
不
名
誉
な
孤

立
」
と
の
関
係
で
言
え
ば
、
そ
の
一
部
を
否
定
し
た
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
得
る
の
で
あ
る
。

第
二
項　

入
札
詐
欺
罪
と
「
カ
ル
テ
ル
法
の
犯
罪
化
」
論

　

し
か
し
、
入
札
談
合
罪
が
「
カ
ル
テ
ル
法
の
犯
罪
化
」
論
に
関
係
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
前
身
も
そ
れ
と
関
係
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
以

下
、
同
罪
の
前
身
の
一
つ
を
例
に
、
そ
れ
も
や
は
り
同
論
に
関
係
し
得
る
こ
と
を
説
明
す
る
。

一　

第
二
次
経
済
犯
罪
撲
滅
法
案

　

連
邦
政
府
は
、
一
九
八
二
年
、
第
二
次
経
済
犯
罪
の
撲
滅
に
関
す
る
法
律
案
（Entw

urf eines Zw
eiten Gesetzes zur 

Bekäm
pfung der W

irtschaftskrim
inalität (2. W

iK
G). 

以
下
、
第
二
次
経
済
犯
罪
撲
滅
法
案
と
略
称
す

（
（（
（

る
）
を
連
邦
参
議
院
へ
上

程
し
た
が
、
そ
こ
に
は
、
経
済
犯
罪
の
撲
滅
─
経
済
刑
法
の
改
革
─
に
関
す
る
専
門
家
委
員
会
（Sachverständigenkom

m
ission zur 

Bekäm
pfung der W

irtschaftskrim
inalität - Reform

 des W
irtschaftsstrafrechts -

）（
以
下
、
経
済
犯
罪
撲
滅
専
門
家
委
員
会
と

略
称
す
る
）
が
創
設
を
勧
告
し
た
刑
法
Ｘ

（
（（
（

条
に
相
当
す
る
条
項
は
、
規
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
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し
か
し
、
連
邦
参
議
院
が
第
二
次
経
済
犯
罪
撲
滅
法
案
に
意
見
表
明
す
る
た
め
に
、
法
務
委
員
会
な
ど
三
つ
の
委
員
会
に
そ
の
審
議
を
付

託
し
た
と
こ
ろ
、
同
委
員
会
は
、「
そ
れ
〔
不
正
な
入
札
を
処
罰
す
る
こ
と
〕
に
相
当
す
る
刑
罰
構
成
要
件
を
創
設
す
る
こ
と
に
は
、
喫
緊

の
必
要
性
が
存
在
す

（
（（
（

る
。」
と
し
て
、
同
法
案
に
規
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
入
札
詐
欺
（A

usschreibungsbetrug

）（
刑
法
二
六
四
条
ａ
。

以
下
、
入
札
詐
欺
罪
と
い
う
）
を
規
定
す
る
よ
う
、
同
院
へ
勧
告
し
た
の
で
あ

（
（（
（

る
。

刑
法
二
六
四
条
ａ
①　

商
品
又
は
給
付
に
係
る
入
札
に
お
い
て
、
虚
偽
の
入
札
（betrügerisches A

ngebot

）
を
し
た
者
は
、
三
年
以
下

の
自
由
刑
又
は
罰
金
に
処
す
る
。

②　

前
項
の
虚
偽
と
は
、
次
の
よ
う
な
入
札
で
あ
る
。

　

一　

特
定
の
入
札
を
受
け
容
れ
さ
せ
る
た
め
に
〔
入
札
〕
主
催
者
に
秘
匿
し
た
談
合
に
基
づ
く
入
札

　

二　

自
己
又
は
第
三
者
に
特
別
な
財
産
上
の
利
益
を
生
じ
さ
せ
る
た
め
の
入
札

以
下
、
省

（
（（
（

略

二　

経
済
委
員
会
に
よ
る
批
判

　

法
務
委
員
会
は
、
入
札
詐
欺
罪
の
創
設
を
勧
告
す
る
際
、
そ
れ
を
詐
欺
罪
（
刑
法
二
六
三
条
）
の
変
種
と
位
置
づ

（
（（
（

け
、
そ
れ
が
「
カ
ル
テ

ル
法
の
犯
罪
化
」
論
と
関
係
を
有
さ
な
い
こ
と
を
強
調
し

（
（（
（

た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
経
済
委
員
会
は
、
そ
れ
と
は
真
逆
に
、
同
罪
が
同

論
と
関
係
を
有
す
る
と
し
て
、
そ
の
創
設
に
反
対
し
た
の
で
あ
る
。
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「
入
札
談
合
（Subm

issionsabsprache

）
を
処
罰
す
る
こ
と
は
、一
般
の
カ
ル
テ
ル
禁
止
で
捕
捉
さ
れ
る
が
、他
の
カ
ル
テ
ル
の
形
態
（
例

え
ば
、
価
格
カ
ル
テ
ル
、
領
域
カ
ル
テ
ル
お
よ
び
割
当
カ
ル
テ
ル
）
に
対
し
て
特
別
な
非
難
性
お
よ
び
危
険
性
が
存
在
す
る
よ
う
に
は
見
受

け
ら
れ
な
い
競
争
制
限
的
合
意
を
刑
事
制
裁
に
処
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
止
ま
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
〔
カ
ル
テ
ル
の
〕
一

部
を
犯
罪
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
競
争
制
限
禁
止
法
を
一
般
的
に
犯
罪
化
す
る
た
め
の
第
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ

（5
（（
（

う
。」

　

つ
ま
り
、
入
札
詐
欺
罪
は
、
確
か
に
詐
欺
罪
と
関
係
を
有
す
る
が
、
し
か
し
「
カ
ル
テ
ル
法
の
犯
罪
化
」
論
と
も
関
係
を
有
す
る
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
入
札
談
合
罪
の
前
身
も
本
稿
で
の
素
材
と
し
得
る
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
、
入
札
談
合
罪
お
よ
び
そ
れ
へ
の
道
程
を
素
材
に
、
同
罪
を
「
カ
ル
テ
ル
法
の
犯
罪
化
」
論
に
位
置
づ
け
た
上

で
、
な
ぜ
入
札
談
合
の
み
な
の
か
と
い
う
視
座
か
ら
「
不
名
誉
な
孤
立
」
の
基
礎
を
い
わ
ば
裏
か
ら
解
明
す
る
こ
と
に
す
る
。

第
三
款　

秩
序
違
反
手
続
法
─
そ
の
競
争
制
限
禁
止
法
に
お
け
る
意
義
─

　

と
こ
ろ
で
、
以
上
の
「
カ
ル
テ
ル
法
の
犯
罪
化
」
論
を
巡
る
論
争
お
よ
び
入
札
談
合
罪
を
巡
る
そ
れ
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
或
る
行

為
を
犯
罪
行
為
と
す
べ
き
か
を
巡
る
そ
れ
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
実
体
法
の
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
、
或
る
行
為
が
犯
罪
行
為
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
は
刑
事
訴
訟
法
が
規
律
す
る
の
に
対
し
て
、
或
る
行
為
が
秩
序
違
反
行
為
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
原
則
と
し
て
秩
序
違
反
法
（
以
下
、
便

宜
的
に
、
秩
序
違
反
手
続
法
と
、
こ
れ
に
対
し
て
秩
序
違
反
実
体
法
と
い
う
こ
と
が
あ
る
）
が
規
律
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
実
体
法
と
手

続
法
は
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
同
論
に
消
極
的
で
あ
っ
た
グ
ッ
ツ
ラ
ー
（H

elm
ut Gutzler

）
が
次
の
よ
う
に
述
べ
た
こ
と

は
看
過
さ
れ
得
な
い
。
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「
私
は
、
幾
つ
か
の
ま
た
は
全
て
の
カ
ル
テ
ル
秩
序
違
反
行
為
を
刑
罰
構
成
要
件
へ
転
換
す
る
こ
と
が
法
政
策
上
有
意
義
で
あ
る
の
か
と

い
う
問
題
点
に
つ
き
、
最
終
的
に
態
度
決
定
す
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
考
慮
さ
れ
る
べ
き
幾
つ
か
の
観
点
に
つ
き
述
べ

た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
秩
序
違
反
行
為
と
分
類
す
る
の
か
あ
る
い
は
犯
罪
行
為
と
分
類
す
る
の
か
は
、
連
邦
カ
ル
テ
ル
庁
の
位
置
づ
け
お
よ
び

活
動
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
か
ら
で
あ

（
（（
（

る
。」

　

ま
た
、
入
札
談
合
罪
を
巡
る
論
争
上
、
手
続
法
が
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
例
え
ば
連
邦
カ
ル
テ
ル
庁
が
、
同
庁
に
お
け
る
入
札
談
合
に

係
る
捜
査
権
限
お
よ
び
過
料
賦
課
権
限
の
喪
失
を
懸
念
し
て
い
た
こ
と
に
も
象
徴
さ
れ
て
い

（
（（
（

る
。

　

も
っ
と
も
、
例
え
ば
、
秩
序
違
反
手
続
法
と
刑
事
訴
訟
法
を
単
純
に
比
較
す
る
の
で
は
、
十
分
で
な
い
。
例
え
ば
、
事
件
の
処
理
方
法
で

言
え
ば
、
前
者
で
は
便
宜
主
義
（O

pportunitätsprinzi

（
（（
（p

）
が
、
後
者
で
は
法
定
主
義
（Legalitätsprinzi

（
（（
（p

）
が
妥
当
す

（
（（
（

る
と
こ
ろ
、「
カ

ル
テ
ル
法
の
犯
罪
化
」
論
が
実
現
さ
れ
れ
ば
、
前
者
か
ら
後
者
へ
移
行
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
の
、
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
同
論
に
固
有
の
問

題
で
は
な
い
。
し
か
し
、
グ
ッ
ツ
ラ
ー
が
、「
ま
さ
に
競
争
法
の
領
域
で
は
、
異
な
る
事
情
お
よ
び
変
転
す
る
実
情
に
鑑
み
て
、
そ
れ
〔
便

宜
主
義
〕
は
不
可
欠
な
柔
軟
性
に
と
り
必
要
な
道
具
で
あ

（
（（
（

る
。」
と
指
摘
し
た
点
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
重
要
な
の
は
、
競
争
制
限

禁
止
法
に
お
け
る
秩
序
違
反
手
続
法
の
意
義
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
上
記
二
つ
の
素
材
お
よ
び
そ
れ
に
固
有
の
視
座
に
加
え
て
、
か

よ
う
な
視
座
か
ら
も
、「
不
名
誉
な
孤
立
」
の
基
礎
が
何
か
を
解
明
す
る
。

第
四
款　

構
成

　

以
上
の
素
材
お
よ
び
視
座
か
ら
す
れ
ば
、「
不
名
誉
な
孤
立
」
の
基
礎
を
解
明
す
る
に
当
た
り
、
競
争
制
限
禁
止
法
に
お
け
る
秩
序
違
反
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法
の
意
義
も
意
識
し
つ
つ
、
具
体
的
に
は
二
つ
の
問
題
を
解
明
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
一
つ
は
、
な
ぜ
「
カ
ル
テ
ル
法
の
犯
罪
化
」
論
が

頓
挫
し
た
の
か
（
第
二
部
）、も
う
一
つ
は
、（
特
に
）
そ
の
後
論
争
に
な
っ
た
入
札
談
合
罪
は
な
ぜ
そ
れ
の
み
を
犯
罪
行
為
と
し
た
の
か
（
第

三
部
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
年
代
で
い
え
ば
、
お
お
よ
そ
前
者
が
一
九
七
〇
年
代
、
後
者
が
一
九
八
〇
年
代
な
い
し
一
九
九
〇
年
代
に
相
当

す
る
。
し
か
し
、
本
稿
は
、
以
上
の
二
点
の
前
に
、
主
と
し
て
一
九
六
〇
年
代
の
議
論
を
扱
う
（
第
一
部
）。
こ
れ
は
、
第
二
部
お
よ
び
第

三
部
で
の
議
論
の
基
礎
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
稿
は
、
三
部
構
成
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
次
の
三
点
に
つ
き
限
定
す
る
。
ま
ず
本
稿
は
、
そ
の
表
題
の
通
り
、「
制

裁
体
系
」
を
主
題
と
す
る
も
の
の
、
民
事
制
裁
ま
た
は
（
過
料
以
外
の
）
行
政
制
裁
に
は
原
則
と
し
て
言
及
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
本
稿
の

問
題
意
識
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
カ
ル
テ
ル
が
な
ぜ
犯
罪
行
為
で
な
い
の
か
と
い
う
点
に
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
に
密
接
な
関
係
を
有
す

る
の
は
秩
序
違
反
行
為
だ
か
ら
で
あ
る
。
次
に
本
稿
は
、
入
札
談
合
罪
が
創
設
さ
れ
て
以
降
の
議
論
、
言
い
換
え
れ
ば
二
〇
〇
〇
年
代
以
降

の
そ
れ
を
独
立
の
章
で
は
検
討
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、「
不
名
誉
な
孤
立
」
の
基
礎
は
、
基
本
的
に
は
、
同
罪
に
よ
り
完
成
し
た
と
評
し
得

る
か
ら
で
あ
る
。
最
後
に
本
稿
は
、
参
照
す
る
資
料
を
原
則
と
し
て
平
成
二
二
（
二
〇
一
〇
）
年
以
前
に
公
表
さ
れ
た
も
の
に
限
定
す
る
。

こ
れ
は
便
宜
的
な
理
由
で
あ
る
。

（
１
）
本
稿
で
は
、
主
と
し
て
い
わ
ゆ
る
ハ
ー
ド
コ
ア
・
カ
ル
テ
ル
（H

ardcore-K
artelle

）
を
想
定
す
る
。
そ
の
概
念
に
つ
き
、vgl. Bernd A

. 
Federm

ann, K
rim

inalstrafen im
 K

artellrecht Eine rechtsvergleichende U
ntersuchung zur Frage der K

rim
inalisierung 

von H
ardcore-K

artellen, Baden-Baden 2006, S. 26f.

（
２
）V

gl. Gesetz gegen W
ettbew

erbsbeschränkungen vom
 27. Juli 1957 (BGBl.Ⅰ

, S. 1081). 

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
後
大
小
幾
度
も
改
正

さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
我
が
国
と
ド
イ
ツ
の
カ
ル
テ
ル
に
対
す
る
現
在
の
諸
制
裁
の
う
ち
、
本
稿
に
関
係
す
る
そ
れ
に
言
及
し
て
お
く
。
我
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が
国
で
は
、
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
以
下
、
独
占
禁
止
法
と
略
称
す
る
）
上
、
不
当
な
取
引
制
限
（
二
条

六
項
）
が
禁
止
さ
れ
（
三
条
）、
五
年
以
下
の
懲
役
お
よ
び
法
人
に
は
五
億
円
以
下
の
（
九
五
条
一
項
）、
自
然
人
に
は
五
〇
〇
万
円
以
下
の
罰

金
（
八
九
条
一
項
一
号
）、
つ
ま
り
刑
罰
が
科
さ
れ
得
る
。
な
お
、
刑
法
上
、
競
売
等
の
妨
害
に
は
二
年
以
下
の
懲
役
お
よ
び
二
五
〇
万
円
以
下

の
罰
金
が
科
さ
れ
得
る
（
九
六
条
の
三
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
で
は
、
競
争
制
限
禁
止
法
上
、
カ
ル
テ
ル
は
禁
止
さ
れ
る
（
一
条
）
も
の

の
、
我
が
国
と
は
異
な
り
、
一
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
以
下
の
過
料
が
、
ま
た
、
事
業
者
（U

nternehm
en

）
等
に
は
、
そ
れ
を
超
過
し
て
、
判
決
前

営
業
年
度
に
お
け
る
全
収
益
の
一
〇
％
以
下
の
過
料
が
課
さ
れ
得
る
（
八
一
条
二
項
一
号
、
四
項
。
概
要
に
つ
き
、vgl. Bundeskartellam

t, 
D

as Bundeskartellam
t in Bonn O

rganisation, A
ufgaben und T

ätigkeit (Juli 2010), S. 19, 21, 43f.

）。
但
し
、
刑
法
上
、
入
札
手
続

に
お
け
る
談
合
に
は
、
我
が
国
と
同
様
、
五
年
以
下
の
自
由
刑
お
よ
び
罰
金
、
つ
ま
り
刑
罰
が
科
さ
れ
得
る
（
二
九
八
条
）。

（
３
）
例
え
ば
、
林
幹
人
『
現
代
の
経
済
犯
罪
─
そ
の
法
的
規
制
の
研
究
』（
弘
文
堂
、
平
成
元
年
）
一
六
頁
以
下
、
三
二
頁
参
照
。

（
４
）
そ
の
後
散
見
さ
れ
る
「
カ
ル
テ
ル
法
の
犯
罪
化
」
と
い
う
表
現
は
、
そ
れ
に
消
極
的
で
あ
っ
たW

olfgang K
artte/A

lexander von 
Portatius, K

rim
inalisierung des K

artellrechts?, BB 1975, 1169

の
表
題
に
由
来
す
る
と
推
測
さ
れ
る
。な
お
、「
カ
ル
テ
ル
法
の
犯
罪
化
」

論
は
、
競
争
制
限
禁
止
法
上
の
違
反
行
為
の
う
ち
、
あ
る
種
の
カ
ル
テ
ル
を
含
む
一
定
の
重
大
な
そ
れ
を
秩
序
違
反
行
為
か
ら
犯
罪
行
為
へ
格

上
げ
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
原
則
と
し
て
カ
ル
テ
ル
の
み
を
取
り
上
げ
る
。

（
５
）U

lrich W
eber, D

as Zw
eite Gesetz zur Bekäm

pfung der W
irtschaftskrim

inalität (2. W
iK

G), N
StZ 1996, 481.

（
６
）V

gl. Gesetz zur Bekäm
pfung der K

orruption vom
 13. A

ugust 1997 (BGBl.Ⅰ
, S. 2038). 

（
７
）
腐
敗
撲
滅
法
の
制
定
過
程
に
お
け
る
入
札
談
合
罪
お
よ
び
そ
れ
に
関
連
す
る
事
項
を
詳
細
に
紹
介
し
た
先
行
研
究
と
し
て
、
只
木
誠
「
ド
イ

ツ
に
お
け
る
『
汚
職
対
策
（
政
治
腐
敗
防
止
）
法
』
に
つ
い
て
（
一
）（
二
）（
三
・
完
）」
獨
協
四
六
号
（
平
成
一
〇
年
）
二
八
七
頁
、
四
七
号

（
同
年
）
四
四
九
頁
、
四
九
号
（
平
成
一
一
年
）
一
七
七
頁
の
う
ち
関
係
頁
が
あ
る
。
同
罪
に
係
る
先
行
研
究
と
し
て
、
神
山
敏
雄
『
独
禁
法
犯

罪
の
研
究
』（
成
文
堂
、
平
成
一
四
年
）
三
〇
三
頁
、
小
林
敬
和
「
ド
イ
ツ
刑
法
二
九
八
条
（
入
札
談
合
罪
）
新
規
定
の
問
題
点
」
高
岡
一
一
巻

二
号
（
平
成
一
二
年
）
一
七
頁
が
あ
る
。

（
８
）H
ans A

chenbach, in: A
chenbach/A

ndreas Ransiek (H
rsg.), H

andbuch W
irtschaftsstrafrecht, 2. A

ufl., H
eidelberg 2008, 

Ⅲ
5 Rn. 1.

（
９
）
近
時
ド
イ
ツ
で
「
カ
ル
テ
ル
法
の
犯
罪
化
」
論
が
再
燃
し
た
背
景
に
つ
き
、vgl. Florian W

agner-von Papp, K
rim

inalisierung von 
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K
artellen, W

uW
 2010, 269.

（
10
）V

gl. A
ntw

ort der Bundesregierung auf die K
leine A

nfrage der A
bgeordneten Sabine Zim

m
erm

ann, D
r. Barbara H

öll, 
U

lla Lötzer, D
r. H

erbert Schui und der Fraktion D
IE LIN

K
E. – D

rucksache 16/8560 –, BT
D

rucks. 16/8681, S. 2f. 

こ
れ

は
、K

leine A
nfrage der A

bgeordneten Sabine Zim
m

erm
ann, D

r. Barbara H
öll, U

lla Lötzer, D
r. H

erbert Schui und der 
Fraktion D

IE LIN
K

E., BT
D

rucks. 16/8560

に
対
す
る
回
答
で
あ
る
（vgl. insbes. ebd., S. 2.

）。

（
11
）Franz Jürgen Säcker, K

ronzeugenregelung – w
eiter so “pragm

atisch” w
ie bisher?, W

uW
 2009, 3.

（
12
）See Enterprise A

ct 2002 ss. 188–190. 

当
初
、カ
ル
テ
ル
罪
で
最
低
で
も
年
六
な
い
し
一
〇
件
が
起
訴
さ
れ
る
と
期
待
さ
れ
て
い
た
（see 

A
nthony H

am
m

ond/Roy Penrose, Proposed Crim
inalisation of Cartels in the U

K
 (N

ovem
ber 2001) para. 3.6.

）。
し
か
し
、

現
状
は
所
期
に
反
し
て
い
る
と
評
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
起
訴
件
数
は
、
ま
ず
重
大
詐
欺
庁
（Serious Fraud O

ffi
ce

）
で
〇
件
、

ま
た
公
正
取
引
庁（O

ffi
ce of Fair T

rading

）で
二
件
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
い
わ
ゆ
る
マ
リ
ン
・
ホ
ー
ス（M

arine H
ose

）事
件（R

. 
v. W

hittle, A
llison and Bram

m
ar [2008] EW

CA
 Crim

 2560

）
で
あ
り
、も
う
一
つ
は
い
わ
ゆ
る
航
空
旅
客
機
燃
料
追
加
料
金
（A

irline 
passenger fuel surcharge

）
事
件
（see R

. v. G
eorge, Burns, Burnett and Craw

ley [2010] EW
CA

 Crim
 1148, para. 20.

）
で

あ
る
（
両
事
件
に
つ
き
、
井
上
朗
「
英
国
競
争
法
に
お
け
る
カ
ル
テ
ル
に
対
す
る
刑
事
執
行
（
上
）」
公
取
七
〇
九
号
（
平
成
二
一
年
）
三
八
頁

以
下
、
四
四
頁
参
照
）。
も
っ
と
も
、
同
庁
が
、
前
者
で
起
訴
に
至
っ
た
経
緯
（see O

FT
 Press Release 177/07.

）
お
よ
び
後
者
で
起
訴
を

取
り
下
げ
る
に
至
っ
た
経
緯
（see O

FT
 Press Release 47/10.

）
は
特
異
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
所
期
に
反
し
た
状
況
を
も
た
ら
し
て

い
る
要
因
は
何
か
が
問
題
と
な
る
。

（
13
）
イ
ギ
リ
ス
の
カ
ル
テ
ル
罪
を
詳
細
に
紹
介
し
た
先
行
研
究
と
し
て
、
例
え
ば
、
今
井
猛
嘉
「
競
争
法
違
反
に
対
す
る
制
裁
─
イ
ギ
リ
ス
の
状

況
─
」
志
林
一
〇
五
巻
四
号
（
平
成
二
〇
年
）
八
五
頁
以
下
が
あ
る
。

（
14
）
パ
ッ
プ
（Florian W

agner–von Papp

）
は
、
近
時
ド
イ
ツ
で
「
カ
ル
テ
ル
法
の
犯
罪
化
」
論
が
再
燃
し
た
背
景
の
一
つ
と
し
て
、
イ

ギ
リ
ス
の
他
、
例
え
ば
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ギ
リ
シ
ア
な
ど
を
挙
げ
て
、
欧
州
に
お
け
る
カ
ル
テ
ル
の
犯
罪
化
傾
向
を
指
摘
す
る
（vgl. Papp, 

W
uW

 2010, 269. 

な
お
、
二
回
目
以
降
の
引
用
表
記
は
か
よ
う
に
す
る
）。

（
15
）
以
下
で
取
り
上
げ
る
見
解
の
他
に
、「
歴
史
的
な
経
路
依
存
性
」
を
示
唆
す
る
見
解
が
あ
る
（
川
濱
昇
「
平
成
一
七
年
独
占
禁
止
法
改
正
の
意

義
と
展
望
」
公
取
六
五
七
号
（
平
成
一
七
年
）
三
一
頁
以
下
参
照
）。
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（
16
）
林
『
現
代
の
経
済
犯
罪
』
三
三
頁
参
照
（
な
お
、
二
回
目
以
降
の
引
用
表
記
は
か
よ
う
に
す
る
）。

（
17
）V

gl. Entw
urf eines Gesetzes zur Bekäm

pfung der K
orruption, BRD

rucks. 553/96, S. 29.
（
18
）
な
お
、入
札
談
合
罪
は
、当
初
罰
金
に
処
さ
れ
て
い
た
が
、そ
の
後
自
由
刑
（
但
し
、執
行
猶
予
付
き
で
あ
る
）
に
も
処
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

着
実
に
執
行
さ
れ
て
い
る
（
一
九
九
八
年
な
い
し
二
〇
〇
七
年
に
お
け
る
同
罪
の
執
行
お
よ
び
適
用
状
況
に
つ
き
、vgl. Florian W

agner-
von Papp, K

artellstrafrecht in den U
SA

, dem
 V

ereinigten K
önigreich und D

eutschland, W
uW

 2009, 1243, 1244 (T
abelle 2).

）。

（
19
）K

laus T
iedem

ann, in: H
einrich W

ilhelm
 Laufhütte/Ruth Rissig-van Saar/T

iedem
ann (H

rsg.), Leipziger K
om

m
entar - 

StGB, Bd. 10, 12. A
ufl., Berlin 2008, §

298 Rn. 6.

（
20
）V

gl. B
ericht des B

undeskartellam
tes über seine T

ätigkeit in den Jahren 1995/1996 sow
ie über die Lage und 

Entw
icklung auf seinem

 A
ufgabengebiet, BT

D
rucks. 13/7900, S. 33.

（
21
）
但
し
、神
山
敏
雄「
経
済
犯
罪
行
為
と
秩
序
違
反
行
為
と
の
限
界（
二
）─
ド
イ
ツ
の
法
制
度
・
学
説
・
判
例
を
中
心
に
─
」刑
法
二
六
巻
二
号（
昭

和
五
九
年
）
二
八
五
頁
、「
同
（
三
・
完
）」
刑
法
二
七
巻
一
号
（
昭
和
六
一
年
）
四
一
頁
、
四
五
頁
参
照
。

（
22
）
例
え
ば
、
吉
田
尚
正
「
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
秩
序
犯
と
刑
事
犯
（
二
）
─
そ
の
区
分
と
法
的
効
果
」
警
研
六
一
巻
一
号
（
平
成
二
年
）
三
四

頁
等
参
照
。

（
23
）E

berhard Schm
idt, in: N

iederschriften über die Sitzungen der Großen Strafrechtskom
m

ission, 8. Bd., Bonn 1959, S. 80.

（
24
）G

erhard D
annecker/Jörg Bierm

ann, in: U
lrich Im

m
enga/Ernst-Joachim

 M
estm

äcker (H
rsg.), W

ettbew
erbsrecht, Bd. 2 

GW
B K

om
m

entar zum
 D

eutschen K
artellrecht, 4. A

ufl., M
ünchen 2007, V

or §
81 Rn. 17.

（
25
）V

gl. Jürgen B
aum

ann/G
unther A

rzt, K
artellrecht und allgem

eines Strafrecht M
ögliche Beiträge des allgem

einen 
Strafrechts zur Bekäm

pfung der A
usnutzung m

arktbeherrschender Positionen, ZH
R 134 (1970), 28f. 

（
26
）
平
野
龍
一
『
刑
法
の
機
能
的
考
察
』（
有
斐
閣
、
昭
和
五
九
年
）
一
四
七
頁
参
照
。

（
27
）Entw

urf eines Gesetzes gegen W
ettbew

erbsbeschränkungen, BT
D

rucks. 2/1158, S. 27f (A
nl. 1). 

（
28
）
例
え
ば
、ラ
ン
ペ
（Ernst-Joachim

 Lam
pe

）
ら
は
、「
経
済
に
対
す
る
犯
罪
行
為
」
に
係
る
い
わ
ゆ
る
代
案
（A

lternativ-Entw
urf

）
で
、

「
一
定
の
競
争
違
反
行
為
を
か
よ
う
に
厳
し
く
位
置
づ
け
る
こ
と
は
、
今
日
我
々
の
市
場
経
済
的
社
会
秩
序
に
お
け
る
競
争
と
い
う
価
値
に
つ
き

公
の
意
識
が
強
ま
っ
た
こ
と
に
鑑
み
て
、
正
当
化
さ
れ
る
」（Lam

pe u.a., A
lternativ-Entw

urf eines Strafgesetzbuches, Besonderer 
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T
eil Straftaten gegen die W

irtschaft, T
übingen 1977, S. 21.

）
と
し
て
い
る
。

（
29
）V

gl. Florian W
agner-von Papp, Privatrechtliche oder strafrechtliche D

urchsetzung des K
artellrechts?, in: W

ernhard 
M

öschel/Florian Bien (H
rsg.), K

artellrechtsdurchsetzung durch private Schadenersatzklagen?, Baden-Baden 2010, S. 294.

（
30
）K

artte/Portatius, BB 1975, 1169.

（
31
）
平
野
『
刑
法
の
機
能
的
考
察
』
一
四
七
頁
。

（
32
）
ド
イ
ツ
刑
法
学
に
お
け
る
法
人
に
対
す
る
刑
罰
を
巡
る
議
論
の
過
去
と
現
在
に
つ
き
、vgl. Christian Laue, D

ie strafrechtliche 
V

erantw
ortlichkeit von V

erbänden, Jura 2010, 339f, 344ff. 

（
33
）
平
野
『
刑
法
の
機
能
的
考
察
』
一
四
六
頁
注
（
一
）
参
照
。

（
34
）R

udolf Schm
itt, O

rdnungsw
idrigkeitenrecht dargestellt für den Bereich der W

irtschaft, K
öln u.a. 1970, S. 124.

（
35
）Schm

itt, O
rdnungsw

idrigkeitenrecht dargestellt für den Bereich der W
irtschaft, S. 124f

（
秩
序
違
反
法
二
六
条
に
つ
き
、

vgl. ebd., S. 27ff. 

な
お
、
二
回
目
以
降
の
引
用
表
記
は
か
よ
う
に
す
る
）. 

平
野
『
刑
法
の
機
能
的
考
察
』
一
四
七
頁
参
照
。
Ｒ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト

の
見
解
を
補
足
す
れ
ば
、
当
初
、
競
争
制
限
禁
止
法
（
注
（
２
）
参
照
）
四
一
条
が
法
人
に
対
し
て
過
料
を
課
す
規
定
だ
っ
た
が
、
自
然
人
に

よ
る
同
法
上
の
特
定
の
秩
序
違
反
行
為
に
限
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、
秩
序
違
反
に
関
す
る
法
律
（Gesetz über O

rdnungsw
idrigkeiten 

(O
W

iG) vom
 24. M

ai 1968 (BGBl) Ⅰ
, S. 481). 

以
下
、
一
般
的
に
秩
序
違
反
法
と
略
称
し
、
必
要
に
応
じ
て
年
を
付
す
）
二
六
条

が
、
自
然
人
に
よ
る
犯
罪
行
為
に
も
拡
張
す
る
と
共
に
、
秩
序
違
反
法
に
関
す
る
施
行
法
（Einführungsgesetz zum

 Gesetz über 
O

rdnungsw
idrigkeiten (EGO

W
iG) vom

 24. M
ai 1968 (BGBl. Ⅰ

, S. 503). 

以
下
、
秩
序
違
反
法
施
行
法
と
略
称
す
る
）
六
二
条
三
号
が

競
争
制
限
禁
止
法
上
の
上
記
規
定
を
削
除
し
た
の
で
あ
る
。

（
36
）V

gl. BT
D

rucks. 13/7900, S. 34

（
な
お
、
二
回
目
以
降
の
引
用
表
記
は
か
よ
う
に
す
る
）. 

（
37
）
佐
伯
仁
志
『
制
裁
論
』（
有
斐
閣
、
平
成
二
一
年
）
一
三
〇
頁
注
三
一
）。
同
書
二
七
九
頁
注
四
七
）
も
同
旨
。

（
38
）
但
し
、
ラ
ウ
エ
（Christian Laue

）
は
、「
ド
イ
ツ
の
立
法
者
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
従
前
の
法
状
況
を
徹
底
的
に
変
更
す
る
諸
々
の
努
力

を
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。」（Laue, Jura 2010, 346.

）
と
評
す
る
。

（
39
）W

infried H
assem

er/Jens D
allm

eyer, Gesetzliche O
rientierung im

 deutschen Recht der K
artellgeldbußen und das 

Grundgesetz, Baden-Baden 2010, S. 34.
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（
40
）
フ
ォ
ル
マ
ー
（Christof V

ollm
er

）
は
、
入
札
談
合
罪
が
「
近
時
の
欧
州
に
お
け
る
カ
ル
テ
ル
を
撲
滅
し
よ
う
と
す
る
潮
流
に
沿
っ
た
最
初

の
立
法
の
（
ほ
と
ん
ど
認
知
さ
れ
て
い
な
い
）
一
つ
だ
っ
た
」（V

ollm
er, “Experience w

ith Crim
inal Law

 Sanctions for Com
petition 

Law
 Infringem

ents in Germ
any” in K

atalin J. Cseres et al. (ed.), C
rim

inalization of C
om

petition L
aw

 E
nforcem

ent : 
E

conom
ic and Legal Im

plications for the E
U

 M
em

ber States (Cheltenham
, Edw

ard Elgar, 2006) 257.

）
と
評
し
て
い
る
。

（
41
）V

gl. BRD
rucks. 553/96, S. 17.

（
42
）V

gl. BRD
rucks. 553/96, S. 29.

（
43
）V

gl. Entw
urf eines Zw

eiten Gesetzes zur Bekäm
pfung der W

irtschaftskrim
inalität (2. W

iK
G), BRD

rucks. 219/82.

（
44
）
刑
法
Ｘ
条
①　

人
に
、
経
済
的
な
利
益
の
申
し
出
（A

nbieten

）、
約
束
又
は
供
与
（Gew

ähren

）、
重
大
な
害
悪
を
加
え
る
旨
の
脅
迫
又

は
欺
罔
に
よ
り
、
納
品
又
は
給
付
の
委
託
の
許
可
（V

ergabe von A
ufträge zu Lieferungen oder Leistungen

）
に
係
る
公
の
手
続
に

競
争
者
と
し
て
参
加
さ
せ
ず
又
は
不
正
な
条
件
を
遵
守
さ
せ
て
参
加
さ
せ
た
者
は
、
三
年
以
下
の
自
由
刑
又
は
罰
金
に
処
す
る
。

　
　

以

下

省

略
（vgl. Bundesm

inisterium
 der Justiz (H

rsg.), Bekäm
pfung der W

irtschaftskrim
inalität Schlußbericht der 

Sachverständigenkom
m

ission zur Bekäm
pfung der W

irtschaftskrim
inalität - Reform

 des W
irtschaftsstrafrechts - über 

die Beratungsergebnisse, Bonn 1980, S. 142.

）。

（
45
）Em

pfehlungen der A
usschüsse zum

 Entw
urf eines Zw

eiten Gesetzes zur Bekäm
pfung der W

irtschaftskrim
inalität (2. 

W
iK

G), BRD
rucks. 219/1/82, S. 4.

（
46
）
連
邦
参
議
院
は
、法
務
委
員
会
が
入
札
詐
欺
罪
の
創
設
を
勧
告
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、そ
の
意
見
表
明
で
、そ
れ
に
言
及
し
な
か
っ
た
（vgl. 

Stellungnahm
e des Bundesrates zum

 Entw
urf eines Zw

eiten Gesetzes zur Bekäm
pfung der W

irtschaftskrim
inalität (2. 

W
iK

G), BRD
rucks. 219/82 (Beschluß).

）。

（
47
）V

gl. BRD
rucks. 219/1/82, S. 3.

（
48
）
確
か
に
、
法
務
委
員
会
は
、
入
札
詐
欺
罪
の
法
益
が
何
か
を
明
確
に
説
明
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
同
罪
が
詐
欺
罪
の
変
種
で
あ
る
こ
と
は
、

そ
の
位
置
、
そ
の
罪
名
お
よ
び
同
委
員
会
が
挙
げ
る
そ
の
創
設
を
勧
告
す
る
に
至
っ
た
背
景
か
ら
容
易
に
推
測
さ
れ
る
（vgl. BRD

rucks. 
219/1/82, S. 5.

）。

（
49
）V

gl. BRD
rucks. 219/1/82, S. 9.
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（
50
）BRD

rucks. 219/1/82, S. 10.
（
51
）H

elm
ut G

utzler, D
ie E

rm
ittlungstätigkeit des B

undeskartellam
tes, in: H

erbert Schäfer (H
rsg.), G

rundlagen der 
K

rim
inalistik, Bd. 13/1 W

irtschaftskrim
inalität W

eiße-K
ragen-K

rim
inalität, H

am
burg 1974, S. 535.

（
52
）V

gl. BT
D

rucks. 13/7900, S. 33. 

な
お
、
入
札
談
合
罪
に
係
る
先
行
研
究
（
注
（
７
）
参
照
）
は
、
同
罪
を
巡
る
論
争
に
お
け
る
手
続
法

の
重
要
性
を
過
小
評
価
し
て
い
る
。

（
53
）V

gl. §
47 O

W
iG.

（
54
）V

gl. §
152Ⅱ

 StPO
.

（
55
）
も
っ
と
も
、便
宜
主
義
と
法
定
主
義
を
対
比
さ
せ
る
こ
と
に
は
、問
題
が
あ
り
得
る
。な
ぜ
な
ら
、か
つ
て
バ
ウ
マ
ン（Jürgen Baum

ann

）が
、

後
者
に
葬
送
歌
（Grabgesang

）
を
贈
っ
た
か
ら
で
あ
る
（vgl. Baum

ann, Grabgesang für das Legalitätsprinzip, ZRP 1972, 274f.

）。

し
か
し
、に
も
か
か
わ
ら
ず
、な
お
後
者
が
原
則
で
あ
り
続
け
て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
（
フ
ロ
イ
ド
・
フ
ィ
ー
ニ
ー
＝
ヨ
ア
ヒ
ム
・
ヘ
ル
マ
ン
（
田

口
守
一
監
訳
）『
一
つ
の
事
件
二
つ
の
制
度
─
ア
メ
リ
カ
と
ド
イ
ツ
の
刑
事
手
続
─
』（
成
文
堂
、平
成
二
二
年
）二
三
四
頁〔
ヘ
ル
マ
ン（
同
訳
）〕

参
照
）。「
西
ド
イ
ツ
に
関
す
る
限
り
、『
魂
』
の
内
実
は
、
強
烈
な
『
法
定
主
義
』」（
松
尾
浩
也
「
起
訴
法
定
主
義
の
動
向
─
西
ド
イ
ツ
刑
事
訴

訟
法
に
関
す
る
一
つ
のBericht

─
」
平
場
安
治
ほ
か
編
『
団
藤
重
光
博
士
古
稀
祝
賀
論
文
集　

第
四
巻
』（
有
斐
閣
、
昭
和
六
〇
年
）
二
一
六

頁
）
に
あ
る
の
で
あ
る
。

（
56
）G

utzler, in : Schäfer (H
rsg.), Grundlagen der K

rim
inalistik, Bd. 13/1, S. 536

（
な
お
、二
回
目
以
降
の
引
用
表
記
は
か
よ
う
に
す
る
）. 

※�

本
稿
は
、
北
海
道
大
学
審
査
博
士
（
法
学
）
学
位
論
文
（「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
競
争
の
保
護
と
制
裁
─
競
争
制
限
行
為
の
犯
罪
化
を
巡
る
論
議
を
素

材
と
し
て
─
」）（
平
成
二
二
年
三
月
二
五
日
授
与
）
を
加
除
お
よ
び
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

※
校
正
中
、Meinrad D

reher, W
ider die K

rim
inalisierung des K

artellrechts, W
uW

 2011, 232

に
接
し
た
が
、そ
の
検
討
は
他
日
を
期
し
た
い
。

〔
未
完
〕


